
様式第二号の八(第八条の四の五関係)

長里刊具知亊阿部守一様

産業廃棄物処理計画書

(第 1 而)

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

提出者

住所東京都千代田区丸の内一丁目1番1号

パレスビル

氏名 三菱ケミカルインフラテック株式会社

代表取締役社長楠本匡

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 03-6629-1272

事業場の名称

加器

事業場の所在地

年

旧本工業規格 A列4番)

6月

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

画

三菱ケミカルインフラテック株式会社上田亊業所

期

n

①事業の種類

長野県上田市富士山2471

問

②事業の規模

2 0 2 3年4月1日~ 2 0 24年3円 3 1日

③従業員数

金属、樹脂複合板製造

1 0,41 3 百万円(2 0 2 2年度実k劃

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

1

2 0 6 名

詳細工程は別表1 参1貿

日

tき訂



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(管理体制図)

上田事業所長

(産業廃棄物事業所責任者)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

E^

(第2圃

①現状

上田事業所製造部他

(産業廃棄物部署責任者)

【前年度(2 0 2 2年度)実績】

産業廃棄物の種類

特別管理産業廃棄物管理貰任者

排

(これまでに実施した取%田

製品端材を専用にりサイクルする装置を本格的に稼働させ、排出呈を減らし
た

出

(巨)庁Π卿

別紙1の通り

【目標】

産業廃棄物の種類

別紙1の通り

排

産業廃棄物の分別に関する事項

(今後実施する予定の取ネ勵

引続き、当該設備の稼働率を上げてりサイクルを推進して行く。

出

①現状

Ea_
旺玉

別紙1の通り

別紙1の通り

②計画

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取ホ田

IS田4001システムにより、産業廃棄物の種類毎に分別及び保管管理を運用

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取%田

引き続き、1S0140田システムにより、産業廃棄物の種類毎に分別及び保管管
理を運用

白
里



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

【前年度(2 0 2 2年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量

(第 3 面)

(これまでに実施した取ネ勵

②訓'画

1無し

【目標】

別紙1の通り

自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項

産業廃棄物の種類

別紙1の通り

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取ネ田

今後も予定無し

①現状

別紙1の通り

別紙1の通り

【前年度(2 0 2 2年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った産
業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量

(これまでに実施した取%田

無モし

②計画

別紙1の通り

【目標】

別紙1の通り

産業廃棄物の種類

別紙1の通り

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中問処理により減量する

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

今後も予定無し

別紙1の通り

別紙1の通り

別紙1の通り



向ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①現状

【前年度(2 0 2 2年度)実績】

産業廃棄物の種類

内ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

(第4面)

(これまでに実施した取%田

1無し

(②言1・画j

別紙1の通り

【目標)

産業廃棄物の種類

別紙1の通り

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

(今後実施する予定の取組)

今後も予定無し

別紙1の通り

別紙1の通り

【前年度(2 0 2 2年度)実績】

産業廃棄物の種類

①現状

全処理委託量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

別紙1の通り

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙1の通り

(これまでに実施した取ヌ田

優良認定処理業者との取引を行うべく、現行の取引業者を見直し、ほぼ優良
認定処理業者との取引ができるようになったが、りサイクルができる業者を
探索して取引を行うことで、排出量を削減する課題が残った。

別紙1の通り

別紙1の通り

別紙1の通り

別紙1の通り



【目標】

産業廃棄物の種類

②計画

全処理委託量

(第 5 而)

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

別紙1の通り

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

別紙1の通り

※事務処理棚

(今後実施する予定の取ネ田

親会社との連携を図り、りサイクルできる業者を探索して、りサイクルを推
進して、廃棄物排出量の削減に取組む。

別紙1の通り

別紙1の通り

別紙1の通り

別紙1の通り



備老

(第6 而)

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

当該年度の6"30日までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の棚は、以下に従って記入するこ3

と。

①①棚には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

②②棚には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実%勣、建設業の場合における元詰

完成工事高(前年度実斜■、医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

得)④棚には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中問処理に関する事項」の棚には、産業廃棄物の種類ごとに、白ら中

問処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第6条のⅡ第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第巧条の3の3第1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に賜噛抵のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の棚に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき

は、「ー」を記入すること。

7 ※棚は記人しないこと。

1
 
2



産業廃棄物の一連の処理の工程

アルポリック製品製造工程

金属コイル

樹脂等
芯材原料

金属コイル塗装工程

貼合工程
芯材シート成

金属コイル

■■,●■●■■●■●

複合板貼合工程

* 1)

産業廃棄物

廃プラスチック類

■●盲●■■●●■●騨冒●■●■酉■画■冒

廃プラスチック類

廃プラスチック類

別表1

外部委託

中間処理最終処分

金属くず

貼合工程
溶融押出(1)

木くず

汚泥

破砕・選別

●冒■騨盟■冨冒●盟■●冒■

汚泥

減容・圧縮

樹脂分のみ
原料化

焼却

破砕・選別

■●■●包■●■●■

* 2)

燃料化

破砕

天日乾燥

切断/検査/梱

廃プラスチック類

燃料化

再資源化

廃プラスチック類

脱水

金属原料化

廃プラスチック類

■●■,■■酉冒■■●■●■冒^

燃料化

梱包

加工処理

埋立て

金属くず

埋立て

木くず

製品

貼合工程
溶融押出(2)

* 3)

冒昆.■畠■■吋盟盟皿■■盟..盟.■匪.■.■冒■高■■匡.肩巨■旦■■冒直.冒■■旦盟,亘冒■■■■■盟●盟冨盟●■■■盟●盟■盟^

廃材りサイクル

* 1)、*2)、*3)

廃プラスチック類

破砕・選別

廃プラスチック類

減容・圧縮

廃プラスチック類

破砕・選別

破砕・選別

■■●

●■■●冒●■■■胃●

金属くず

■●皿●■匪■●●冒冒開冒

金属コイル分は売却

燃料化

破砕

木くず

燃料化

切断/検査/梱

廃油

破砕・選別

1里立て

金属原料化

騨■■耳騨■騨■直■盟■盟.■■亘^

廃プラスチック類

減容・圧縮

廃プラスチック類

■開■■■冒●騨鳳●開酉闇冒■騨直■盲■

燃料化

破砕・選別

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

出荷引渡し

破砕・選別

燃料化

破砕

油水分離

燃料化

金属くず

埋立て

金属原料化

破砕・選別

亘.■.■直■冨旦冨直■盟旦■■■^

減容・圧縮

燃料化

木くず

燃料化

破砕・選別

溶融固化

燃料化

破砕

燃料化

埋立て

廃プラスチック類

破砕

金属原料化

豊■,盟

研究開発

燃料化

製品信頼性試験

木くず

破砕・選別

廃プラスチック類

金属くず
ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

燃料化

破砕

その他

木くず

.■.盟^

減容・圧縮

燃料化

ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず

破砕

破砕・選別

廃酸

...

燃料化

金属原料化

破砕

汚泥

埋立て

汚泥

廃油

燃料化

中和

廃アルカリ
廃酸

破砕

がれき類

残漬埋立

脱水

焼却

焼却

焼却

中和

中和

溶融

焼却

焼却

埋立

埋立



別紙1

産業廃棄物の類

⑳部年

1 燃え殻

2 汚泥

法 3 廃油

律4 廃酸
5 廃アルカリ

6 廃プラスチック類

1 紙くず

2 木くず

3 繊維くず

4 植物性残さ

5 ゴムくず

6 金属くず

フガラスくず・コンクリート
政くず及ぴ闊磁器くず

令 8 鉱さい

9 がれき類

10 家畜ふん尿

Ⅱ家畜の死体

12 動物系固形不要物

13 ぱいじ人ノ

14 処分するために処理し
たもの

産業廃棄物処理計画書(産業廃棄物の実績及び計画の
ド1ら行う巾Ⅲ1処即

排出跿

自ら心接再生利用した
止等を含めた併業場に
おける配業慶鷹物の合
計批

"ら再生利川を
11つた(行う)靴

火紕

0.00

16.57

1.79

0.88

0.00

483 42

0 00

184.82

0.00

0.00

0.00

747.87

①

Uら直接再牛利川する
址とnら中剛処理を
行・ノた後に11jノセ利川す
る批

,{1'両

0.00

16.41

1.フフ

0.87

0 00

478.59

0.00

182.97

0 00

0.00

0 00

740.39

自ら熱回収を
行ノた(行う)

突紋

0.

0.

0.

0.

0.

+

0 1
0 1

0 1
0 1

0 1

0 1
0 1
0 1

0 1
0 1
0 1
0 1

批

,1' 11可

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

fら中問処理により減
玉1した(寸る)!正

火紬

0 00

0 00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

口ら1丘接地立・海1羊投

小問処理前の1,tから小人処分するRと"ら小
1Ⅲ処理後の tを引いたⅢ」処則した後に口ら岨!

海件投人処分する111
扱

420.92

,;ト 11川

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

白ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行った(1rう)耻

計合 1,856.27 1,837 000.00 0.00 0 0071 0.000 00

(する)量+自ら埋立処分又は海洋投入処分を行った量十自ら中問処理により減量した総排出量=自ら再生利用を行った(行う):・

詣B載方法】
各産業廃棄物の机類ごとに該当の箇所のノEに而年度の火紬(現状)をイ1に木年度の"標('汁1Ⅷ)の産業廃棄物の碓を"械してください。
産業廃棄物の処總の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の郁類ごとに、令処即委託址を祀入し、イ1欄にそれぞれの内訳を記械してください。

Πら「1j門ι利川をlfつた(行う):1U の欄は、Πらln接11i小利川した1止とΠら中問処到!した後111小利川した址を,;己.成してください

Πら川!立処分Xは海洋投入処分を11つた(1fう)址は、白ら心接川!立処分又は海汗投人処分した爪とnら中間処則した後Πら川!立処分又は海赤投入処分をした址を記械してくださし

416.71

0.00

火紬

0.00

0 00

0.00

0 00

0.00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00 1
0 00 1

0.00

0 00

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

,111可

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

@十@

火紋

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

0.00

0.00

全処即妥託址

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

,1 仙1

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

0 00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

火紬

0.00

16 57

1.79

0 88

0 00

483 42

0 00

184 82

0 00

0 00

0.00

747 87

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

実績
計画

処即の委託

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

前年度産業廃棄物排出量

当年度産業廃棄物排出の目標値

実紬

0.00 1

16.57 1

1.79 1
0.88

0 00

409.52

0.00

184.82

0.00

0.00

0.00

7d7.87

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

⑪

0.00

0.00

0 00

,'ト!1可

0.00

16.41

1.フフ

0.87

0.00

405 43

0.00

182 97

0 00

0 00

0 00

0.00 1
0.00

0.00

0 00

0.00

0 00

0 00

0.00

火紬

0.00

0 00

0.00

0 00

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

⑫

420 92

0 00 1
0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

416 71

実鮎

0 00

0 00

0 00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0 00

0.00

0.00

⑬

0.00

認定熱回収施設設赴打
以外の熱回収を行ノて
いる処N業打への焼臼1
処理委託n

420.92

,i1 両

0.00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

⑭

突敏 1
0.00

0 00

0 00

0 00

0 00

0.00

0 00

0 00

0.00

0.00 1

0.00 1
0.00

1,856.27 1 837.71 :1.782.37

(行う)量十全処理委託量

0.00

0.00

,i1 11111

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

1 11

"

0.00

0.00

0 00

0.00

0.00

0.00

0 00

0 00

0 00

'" 0.00

0 00

0.00

0.00

0 00

0 00

0 00

0 00

の
の
タ
ヘ
以
占
占
業

業
、
ノ

収
行
凧

回
を
託

熱
収
委

定
川
N

認
熱
処

司
,
:
:

冉
凧
業
託
又
委
回
理
熱
処
定
の
認
へ

冉
清
条
定

戲
ぴ
蒔
認

股
及
第
の

設
N
赤
項

施
処
法
1
)

収
の
る
第
者

回
物
す
3
た

熱
棄
関
の
け

征
廃
に
3
受

認
(
船
の
を

用
%
業
合

利
委
の
場

効
の
別
る

打
合
レ
ノ
れ

場
か
さ

後
る
先
等
)

理
し
け
却
 
0

処
て
委
売
む

烱
れ
(
に
含

小
さ
止
占
を

廃
に
6
す

(
都
第
新

古
沈
<
1
叢

業
ぴ
行
に

凡
及
施
斗

処
凡
休
2

辻
処
法
築

認
の
る
Ⅱ
)

艮
物
す
の
冉

優
棄
関
条
る

ず
ら
の
し

わ
肉
姑
託

行
と
さ
委

を
爪
残
に

理
た
た
岩
量

処
し
し
業
る

で
託
理
煕
す

内
委
処
処
理

礼
接
問
ち
処

Π
枇
小
う
て

のヘ業
侃
m
託
利
委
小
別
円
処

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

T
1
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー
●
●
1
●
●
●
1
●
,
,
ー
」
●

冉業
靴
兜
北
処
委
定
則
認
処
長
の
優
へ

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
1
フ
7
0
9
0
7
0
0
0
9

0
4
7
8
0
5
0
9
0
0
0
3

0
 
6

0
 
0

00

874

0

0

28

0
 
0
 
0

047

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0

000000


